
諌早中央浄化センターの高度処理方式は ｢凝集剤併用型循環式硝化脱窒法+急速ろ過｣方式で､標準
活性汚泥法を改良し､砂ろ過施設を付加 した汚水処理方式です｡

この方式は､有機物や浮遊物を通常の二次処理以上に取 り除くとともに､富栄養化※の原因となる窒
素やリンも同時に除去する方式です｡
※富栄養化 ;閉鎖性水域において､河川等から窒素､リン等の栄養塩類が運び込まれて豊富に存在するようになり､生物生
産が盛んになることをいう｡一般的に､極度の富栄養化が生じると､藻類が異常発生することが多く､湖沼では水の華､海

域では赤潮などと呼ばれる｡

生物反応槽を無軽索槽 (脱窒槽)､好気槽 (硝化槽)の順に配置 し､流入水及び返送汚泥を無酸素槽
に流入させる一方､好気槽の硝化混合液の一部を無酸素槽へ循環 します｡

(NO

(硝化)され､無酸素槽では､硝酸性窒素が流入水中の有機物の共存下､脱窒菌により窒素ガス (N2)
好気槽では､流入するアンモニア性窒素や有機性窒素が硝化菌により硝酸性窒素 つ-N)に酸化 
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に還元 (脱窒)され､大気中に放出されます｡
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エアレーションタンクを出た処理水に､凝集剤 (ポリ塩化アルミニウム)を加えると､水中のリンは
ポ リ塩化アル ミニウムと反応 して､水に溶けにくいリン酸アルミニウムとなり､汚泥 とともに最終沈殿
池で分離され､余剰汚泥として系外に排出されます｡

エアレーションタンク 最終沈殿池
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稚毅 ■̀毅傭名∴ y. 工 手.:i .圭 一帯革十能れ二言 二王 :.;言i:ir/:,; [:;◆柵 申聖顔草糖 

-① 7.Lも/ R C構 j量 地 上 2幡 柁 卜 2情 770∩† 770m'第 一 ポ .㌢ p..ラ .檎 . -A 水中汚水ポンプ d)150mnlX 1.9m3/分 ×16mX11KW 1台 1台¢200mmX 3.8m3/分 ×16mX22KW 2台 2台 
d300rnnX13.7m3/分 ×16mX55KW 2台 

:@ 第 二 ボ ン∴プ-'札 .. .･_I RC構造 地上 2階 地下 5階 930n了 930m'

水中汚水ポンプ ¢200mmX 2.6m3/分 ×32mX37KW 3台 3台 
¢250mmX 6.5m3/分 ×32mX55KW 2台 

,A 最 初 ,I.沈 i.殿 L.,i■ヽ 水平平行流式長方形沈殿池 2池 2池

幅6,OmX長24.5mX深3.0m

幅6.OmX長23.OmX深3.0m 2池

㊨ エアレ⊥シ早.ンタシケ ■..~≒三-1-.',,;i 機械嫌拝式 1池 1池
幅13.OmX長52.OmX深5.0m

幅15.5mX長50.5mX深5.0m 3池 1池 

⑨■ ･最 終 沈 殿 ',-池 水平平行流式長方形沈殿池 2池 2池幅 6.OmX長34.OmX深3.0m
幅7.55mX長34.OmX深3.0m 6池 2池

㊨ 砂 ろ ■農 地 幅 5.OmX長4.5m 4槽 4槽 

⑦ ､塩 素 沸 和 地 . 幅2.7mX長2.45mX深41.6m 2池 2池

･⑧ 放 流 ポ ~..ン 17 ~L- ¢350m X17.0m3/分 ×3.3mX18.5KW 3台 2台

㊨ -汚一発 濃 鐘 タ ン ク 丁 重力濃縮 内径6.5mX深3.0m 2槽 2槽

ベル トプレス脱水機 ろ布幅 1.5m 4台 3台

二申 . 違 ..PJL. 機 i::.-､償 ,..7 RC構造 地上 1階 350m' 350m'
ルーツブロワ- 10m3/分 ×18.5KW 3台 3台 

35m3/分 ×55KW 2台 2台


